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要　旨

系統変電システム製作所は，三菱電機の系統変電ビジネ

スを担当する製作所として2005年５月に発足した。厳しい

経営環境の中，生産体質強化に向けた諸施策の一つとして，

全社展開中であったJIT（ジャスト・イン・タイム）活動を

2005年７月から開始した。まず，開閉機器及び変圧器製造

部でモデル職場を設定し，JIT活動の基本である“５S・３

定”“見える化”を修得した後，全工作品管部門に拡大して

きた。

当所の製品は，工場内製造部品・製造工程が多く，受注

から出荷までの製造期間が長いという特徴を持っており，

あらゆるところにムダが発生しやすい。したがって，活動

のポイントは，これらムダの徹底排除と，生産の仕組み改

善による資源（人・設備・スペース）の有効活用である。

ムダの徹底排除は，付加価値を生まない非有価作業とモ

ノが停滞している非有価期間を徹底的に排除する活動であ

る。非有価作業の排除（有価作業率の極大化）として，部品

運搬作業の削減，移動距離の短縮，準備作業の改善などを

実施した。非有価期間の短縮として，日程計画に含まれる

余裕日数のミニマム化及び流れ化による製造工期短縮，手

配の小ロット化及び工程間／部門間JIT化などによる投入

最適化を実施した。生産方式の改善として，１個流し，後

工程引取り，部材のセット供給などに取り組んでいる。

当所のJIT活動は，開始から２年が経過し，対象部門の

拡大，活動内容の深化によって着実に成果を上げている。

2006年度末の棚卸資産回転率は2004年度比で２.5倍の改善

を達成した。また，代表機種の製造工期を15～35％短縮す

ることができた。

部門内活動

■生産能力上限の拡大

【非有価ゾーンの徹底排除】【生産方式の高度化，仕組みの改善】
●有価作業率の極大化

●投入最適化

●製造工期短縮

非有価期間
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原価企画活動による
コスト低減

コ
ス
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上流部門へ拡大

・小ロット化，流れ化
・後工程引取り，部材セット供給方式
・試験検査業務のインプロセス化

QCD：Quality Cost Delivery

部門間にまたがる
活動の強化

部門内活動

系統変電事業の拡大に向けた取組み
中期達成目標

グローバル競争力（QCDと生産能力）の
確保・強化による事業拡大

マザーファクトリーとしての生産体制・体質強化
■中長期規模を安定的に消化できる生産体制整備
■人員増のみに依存しない生産能力の確保・拡大

（生産能力弾力性の向上）

◆ネック工程への設備増強による生産能力確保
　　（継続的な特別就業形態の解消）
◆機械化・自動化によるスキルレス化と
　　　無人運転時間拡大
◆新技術導入，設備新鋭化による
　　　合理化・品質向上・開発加速

◆生産方式の高度化による
　資源（人・設備・スペース）の有効活用
　◎面積生産性向上
◆生産活動におけるムダの徹底排除
　◎有価作業率の極大化，非有価期間の短縮

◆社員・外注の適正配置による
　　　品質確保・生産性向上
◆社員継続配置による
　　　技術・技能伝承　

Machine：タイムリーな起業投資の実行 Method：JIT活動の深化･拡大 Man：社員・外注比率の適正化

グローバル競争力の確保・強化による系統変電事業の拡大を図るためには，マザーファクトリーとして生産体制・体質を強化する必要があり，
Machine（設備能力），Man（人員規模・構成），Method（生産方式）について諸改善を推進中である。Methodでは，JIT活動の深化・拡大に
よるムダの徹底排除，生産の仕組み改善による資源の有効活用に取り組んでいる。

系統変電事業拡大に向けた生産体制整備とJIT活動の展開
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